（様式2）
令和　　　年　　　月　　　日

企画提案書
■申請主体名:　　　　　　　　　　　　　　　

【１】企画概要・目的・期待される成果
①企画の概要、②本事業の背景となる課題認識および社会的ニーズを踏まえた企画の目的、③期待される成果について、それぞれ具体的に記載してください。
※①企画概要について、公募要領(本体)にあるア～オのうち、取り組んでいただく予定のすべての項目も網羅されるように、詳細をご記載ください。
※②目的について、全体の企画目的とあわせて、①企画概要にて記載されているア～オの該当項目の実施目的についても、分かるようにご記載ください。
	①企画概要
	




	②目的
	




	③期待される成果
	






【２】事業内容
ア～オのうち、上記で記載した項目に応じてそれぞれ具体的な取組内容を詳しく記載してください。
	ア
	体制構築
	







	イ
	連携先のニーズ調査等
	







	ウ
	カリキュラム編成・改善等に向けた取組(必須)
	









	エ
	試行
	








	オ
	改善・定着
	












【３】実施体制
①申請主体の体制
※行数が足りない場合は、適宜にご追加ください。
	
	氏名
	所属
	本事業における役割
	専門性・実績

	1
	

	

	

	


	2
	

	

	

	


	3
	

	

	

	


	4
	

	

	

	


	5
	

	

	

	




②連携体制※調整状況につき、申請時点に「①参加合意済」は1つ以上必須
※行数が足りない場合、適宜にご追加ください。
	
	名称
	連携先のURL
	本事業における役割
	調整状況
①参加合意済
②参加について打診中
③参加について未打診

	1
	

	

	

	


	2
	

	

	

	


	3
	

	

	

	


	4
	

	

	

	


	5
	

	

	

	








③実施体制図
すべての連携先について、それぞれの関係性（役割・サービス等の流れ）がわかるようにご記載してください。
※図を使って記載してください。
※例として、以下のような参考体制図を挿入しております。申請主体の状況に応じて適宜に変更・修正・追加してください。

○○
申請主体
・○○を実施
・○○を作成
連携先２○○
・○○を提供

連携先１○○
・○○を提供
○○
○○
○○











【４】持続可能性
事業終了後の継続・発展に向けた来年度以降の具体的な取組を記載してください。
	





【5】事業想定スケジュール
具体的な全体取組スケジュール案を以下にてお示しください。
　　※項目が不足の場合、随時行をご追加ください。
　　※上記のア～オの項目の実施順序も踏まえ、ご記載ください。
　　※以下ア～ウは例示となります。申請主体者の状況に応じて適宜にご変更ください。
　　※下記表にて書ききれない場合、別途任意様式の想定事業スケジュールをご提出頂いても構いません。
	　
 　　　業務項目

	実施期間（採択後契約開始日　～　令和９年２月５日予定）

	
	8月
　　
	9月

	10月

	11月

	12月

	1月

	2月
5日

	記載例：
　（１）ア 体制構築
	　　　
	

	
	
	
	
	

	（１）ア

	　　　
　　　
	

	

	

	

	

	

	（２）イ

	
	
	
	
	
	
	

	（３）ウ

	
	
	
	
	
	
	




